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論文内容の要旨

本大研究は，大気圧気体中で出力30kW のマイクロ波による安定な定常プラズマの生成とその物理的

特性の実験的及び理論的解明を目的として行われたものである。

このため，プラズマ生成装置として Kapitza等が用いた円筒空洞共振器に対して，矩形空洞共振器

を採用することによって，ガラス管中に回転気体流によって安定化された大気圧中マイクロ波プラズ

マを生成している。

このようにして生成されたプラズマの密度温度及びそれらの分布形状などを，主として光学的測定

法(分光測定及びレーザー干渉測定)によって測定し，それらのマイクロ波入力，気体流量などに対

する挙動を調べるとともに，単純化したプラズマのモデルを使用し，マックスウェルの方程式及びエ

ネルギ一平衡式を数値計算によって解き，プラズ、マの諸特性を理論的に明らかにし，これを実験結果

へ適用し満足な結果を得ている。

実験で得られたマイクロ波プラズマビームは，最大電力 (30kW) に至るまで電力吸収率が極めて良

好で約85% と一定しており，その位置及び形状はほぼ完全に一定に維持されていることを見出してい

る。さらに，このようなプラズマビームの維持に対し気体壁の存在することを実証するとともに，こ

れが実質的な管壁の役割を果すことを明らかにしている。また，水素プラズマビームに対するサーマ

ルピンチ効果は他のガスのものと比べ著しく強く，入力の増大に対し，その径の拡がりはほとんど認

められず，温度の上昇を伴うことを明らかにしている。

以上のようなマイクロ波プラズマの諸特性に対し理論的に論考するとともに，実験値との聞によい

一致のあることを確かめている。
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論文の審査結果の要旨

30kw のマイクロ波を矩形空洞共振器に導き，空洞を貫通する直径20mmゅのガラス管の中に，旋回さ

せっつガスを投入し，中軸部にプラズマ柱を作る実験を行った。

例えば，水素フ。ラズマについて，その安定化のための回転気体流速は，約10m/sec で，中心部との

圧力差約20%，エネルギ吸収効率80%以上，到達温度約1040 K，直径数引の弱電離プラズマで、ある。特

に大気圧下の回転気体流による安定化について，理論的モデルを作り，主として光学的測定による実

験結果との符合を確め，かくして Kapitza らの行った実験結果に重大な疑問点があることを指摘する

など，この種の研究に関し，ほぼ完全な知見を得ているものと認める。
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